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りべらしおん

報告する塚本博和さん

二
月
一
九
日
（
土
）
に
、
久
留
米
市
人
権
・
同
和

教
育
推
進
協
議
会
、
久
留
米
市
部
落
史
研
究
会
と
の

共
催
で
、
久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
一
二
七
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
熱
心
に

報
告
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

報
告
は
、
地
元
か
ら
の
報
告
と
し
て
、
江
田
昭
彦

さ
ん
（
久
留
米
市
教
育
委
員
会
）
の
「
れ
ん
こ
ん
の

詩
～
教
材
は
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
」
、
模
擬
授
業
「
自

由
を
生
き
る
人
々
～
河
原
者
の
授
業
化
～
」
を
テ
ー

マ
に
井
上
法
久
さ
ん
（
福
岡
市
立
福
岡
中
学
校
）
、「
福

岡
藩
（
県
）
の
解
剖
と
史
跡
」
を
塚
本
博
和
さ
ん
（
人

権
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
石
瀧
塾
」
代
表
）
、
そ
し
て
、「
先

読
み
！

新
年
度
社
会
科
教
科
書
の
部
落
史
記
述
を

め
ぐ
っ
て
」
と
い
う
内
容
で
、
石
瀧
豊
美
さ
ん
（
福

岡
県
人
権
研
究
所
所
長
代
行
・
イ
シ
タ
キ
人
権
学
研

究
所
所
長
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

参
加

者
の

声
か

ら

・
今
回
初
め
て
こ
の
会
に
参
加
し
た
。
私
は
、
中
学

校
で
社
会
科
を
教
え
て
い
る
の
で
、
「
史
実
と
授
業

の
結
合
」
は
い
つ
も
頭
を
悩
ま
せ
る
課
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
会
に
参
加
し
て
、
今
ま
で
考
え
て
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「
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実
と
授
業
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結
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Ⅲ
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催
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み
な
か
っ
た
新
し
い
視
点
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

あ
と
十
一
回
、
来
年
か
ら
も
参
加
し
た
い
。

・
４
つ
の
報
告
と
も
学
ぶ
べ
き
も
の
が
数
多
く
あ
り
、

本
当
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思
う
。
特
に
、
石

瀧
さ
ん
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
考
え
方
（
教

え
方
）
を
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

使
い
方
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
た
。

・
中
身
の
濃
い
学
習
会
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告

に
意
義
を
感
じ
た
。
特
に
、
森
山
理
事
長
の
な
ぜ

パ
ー
ト
Ⅲ
に
な
っ
た
の
か
の
説
明
で
よ
く
分
か
っ

た
し
、
こ
れ
か
ら
の
主
旨
（
地
域
教
材
）
の
大
切

さ
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

教
科
書
が
基
本
だ
と
考
え
る
石
瀧
先
生
の
話
を

軸
に
し
て
、
地
域
教
材
を
出
し
て
い
く
と
い
う
方

向
が
よ
く
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
４
つ
の
報
告
が
バ

ラ
バ
ラ
に
聞
こ
え
た
。
３
本
く
ら
い
に
絞
っ
て
、

質
問
や
意
見
交
流
も
す
る
と
、
実
践
の
広
が
り
が

見
ら
れ
る
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の
福
岡
県
人
権
研

究
所
の
活
躍
に
、
期
待
し
て
い
る
。

・
地
域
教
材
を
作
る
と
い
う
こ
と
の
意
義
を
改
め
て

感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
思
う
。
今
回
の
学

習
会
の
中
で
、
江
田
さ
ん
の
実
践
は
、
特
に
刺
激

を
受
け
た
。
教
室
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
教
材
を

通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
人
や
事
象
に
出
会
わ
せ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
ど

の
よ
う
な
人
権
文
化
を
創
造
し
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
を
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

北
九

州
ふ

れ
あ

い
フ

ェ
ス

タ
『

三
発

目
の

〝
原

爆
〟

』
原

画
展

著
者

佐
々

木
盛

弘
氏

サ
イ

ン
会

来場者と談笑する佐々木さん（右）

北
九
州
市
主
催
の
人
権
イ
ベ
ン
ト
、
「
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
〇
」
が
一
二
月
五
日
（
日
）
、
西
日

本
総
合
展
示
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
研
究
所
ブ
ー

ス
で
は
、
「
『
三
発
目
の
〝
原
爆
〟
』
原
画
展
・
著
者

佐
々
木
盛
弘
氏
サ
イ
ン
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
事
前

に
西
日
本
新
聞
（
筑
豊
版
）
や
、
朝
日
新
聞
（
筑
豊

版
・
北
九
州
版
）
で
も
原
画
展
企
画
が
紹
介
さ
れ
、

絵
本
に
登
場
す
る
順
弘
さ
ん
（
初
版
で
は
漢
字
の
誤

よ
し

ひ
ろ

植
で
「
芳
弘
ち
ゃ
ん
」
）
や
、
「
こ
の
絵
本
に
出
て
く

よ
し

ひ
ろ

る
〝
足
手
ま
と
い
の
明
君
〟
は
私
の
父
だ
と
思
い
ま

す
」
と
笑
い
な
が
ら
話
さ
れ
る
女
性
な
ど
、
多
く
の

方
が
遠
方
か
ら
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
著
者
の
佐
々
木

さ
ん
の
サ
イ
ン
会
が
あ
る
と
聞
き
、
サ
イ
ン
本
を
購

入
し
に
来
ら
れ
た
佐
々
木
さ
ん
の
教
え
子
さ
ん
も
多

く
、
佐
々
木
さ
ん
の
願
い
の
こ
も
っ
た
「
願
平
和

点
滴
穿
石

二
〇
一
〇
．
一
二
．
五

佐
々
木
盛
弘
」

と
い
う
直
筆
サ
イ
ン
は
、
皆
様
に
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
。
原
画
展
で
は
佐
々
木
さ
ん
の
原
画
だ
け
で
な
く
、

現
場
の
地

図
や
、
事

故
当

時
と
現

在
の

円
山
の

写
真

資
料
、
事

故
直

後
の
新
聞
報

道
記
事
な
ど
の
史

料
も

展
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
史

料
等
は
、

リ
ベ

ラ
シ

オ
ン
一

四
二

号
（
二
〇
一
一
年

六
月

号
）
の
平
和
教

育
特

集
で

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
「
史

実
と
授
業
の

結
合
を
め

ざ
し

て
」
は
田

川
市
・

郡
で

予
定
し
て
い
ま
す
。
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「
人

権
啓

発
担

当
者

の
集

い
」

を
開

催

（
社
）
福
岡
県
人
権
研
究
所

啓
発
部
会
・
定
例
研
究
会
主
催

福
岡
市
教
育
委
員
会
後
援

二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
一
日
、
研
究
所
啓
発
部
会

は
定
例
研
究
会
と
協
同
事
業
で
、
九
州
大
学
名
誉
教

授
の
横
田
耕
一
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
「
今
ど
う
い
う

人
権
啓
発
・
教
育
が
必
要
か
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
人

権
啓
発
担
当
者
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
の

福
岡
市
婦
人
会
館
（
あ
い
れ
ふ
）
に
は
、
県
内
市
町

村
と
企
業
、
会
員
合
わ
せ
て
九
一
名
の
啓
発
担
当
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。

講
演
で
横
田
さ
ん
は
、
「
歴
史
的
に
人
権
と
は
個
人

に
対
し
て
の
国
家
か
ら
の
自
由
で
あ
り
、
最
も
人
権

を
侵
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
国
家
で
あ
る
。
こ

の
場
合
の
国
家
は
、
地
方
自
治
体
や
、
そ
こ
に
属
す

る
公
務
員
も
含
ま
れ
る
」
「
行
政
機
関
は
国
民
に
人
権

を
守
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
国
民
・
住
民
の
人
権
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
」
さ
ら
に
、

「
憲
法
と
は
、
国
民
の
人
権
を
守
る
た
め
に
あ
り
、

国
家
権
力
が
国
民
の
人
権
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
国
家

を
縛
っ
た
縄
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
な
ど
、
人
権

に
つ
い
て
、
ま
た
、
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
明
確

に
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
人
権
と
は
何
か
、
行
政
は
何
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
な
ど
、
啓
発
を
す
る
上
で

基
本
的
な
考
え
方
を
教
わ
っ
た
」
「
講
話
の
内
容
が
新

鮮
だ
っ
た
」
「
こ
の
よ
う
な
講
演
を
聞
く
機
会
を
ど
ん

ど
ん
増
や
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
感
想
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
研
究
所
の
啓
発
部
会
で
は
今
後
も
担
当
者
や

県
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
企
画
を
行
う
予
定
で
す
。

第
一

六
四

回
定

例
研

究
会（
部

落
史

研
究

部
会

）

二
〇
一
一
年
二
月
二
六
日
(
土
)
、
福
岡
市
人
権
啓
発

セ
ン
タ
ー
交
流
室
で
開
催
し
た
部
落
史
研
究
部
会
（
定

例
研
究
会
を
兼
ね
る
）
で
は
、
「
鎮
西
公
明
会
を
め
ぐ

講演する横田耕一さん

る
人
々
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
研
究
所
特
別
研
究
員

の
首
藤
卓
茂
さ
ん
か
ら
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
一
〇
名
で
、
大
分
か
ら
史
実
発
掘
に
協
力

し
た
ご
住
職
も
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

（
鎮
西
）
公
明
会
と
は
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）

年
に
北
九
州
・
北
方
の
永
万
寺
住
職
･
光
応
智
覚
の
呼

び
か
け
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
融
和
運
動
団
体
で
、

部
落
内
の
改
善
を
主
張
し
、
ま
た
社
会
と
く
に
有
力

者
に
対
し
て
融
和
を
求
め
て
活
動
を
す
す
め
て
い
ま

し
た
。

首
藤
さ
ん
は
、
当
時
の
運
動
の
展
開
過
程
や
活
動

に
か
か
わ
っ
た
人
々
の
軌
跡
な
ど
を
、
機
関
誌
や
主

要
人
物
の
家
系
図
、
年
譜
な
ど
を
提
示
し
な
が
ら
報

告
し
ま
し
た
。
報
告
の
あ
と
、
参
加
者
の
一
人
は
「
初

め
て
部
落
史
関
係
の
研
究
報
告
を
聞
い
た
が
、
非
常

に
興
味
深
か
っ
た
」
。
ま
た
、
北
九
州
か
ら
の
参
加
者

は
、
「
地
元
の
部
落
史
だ
け
ど
初
め
て
聞
い
た
こ
と
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
勉
強
し
た
い
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

第
一

六
五

回
定

例
研

究
会

（
第

二
回

ジ
ェ

ン
ダ

ー
部

会
）

在
韓

日
本

人
妻

ド
キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

「
海

峡
」
「

歌
声

は
潮

風
に

乗
っ

て
」

上
映

二
〇
一
〇
年
度
第
二
回
ジ
ェ
ン
ダ
ー
部
会
が
、
二
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〇
一
一
年
三
月
五
日
（
土
）
、

堅
粕
人
権
の
ま
ち

づ
く

り
館
三

階
大
会
議

室
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、

リ
ベ

ラ
シ

オ
ン
一

四
〇

号
で
「

韓
国
の

桜
」
を

執
筆

さ
れ
た

後
藤

文
利
さ
ん
（
元

Ｔ
Ｎ

Ｃ
報

道
局
長
）
を

講
師
に
、

馬
場
明
子
さ
ん
（
元

Ｔ
Ｎ

Ｃ
制

作
部
）
を

ゲ
ス
ト
に

お
招
き
し
て
、

ド
キ

ュ
メ
ン
タ

リ
ー
「

海

峡
」
（
昭
和
五
七
年

Ｔ
Ｎ

Ｃ
放

映
、
「

韓
国
の

桜
」
で

紹
介
さ
れ
て
い
る

在
韓
日
本
人

妻
た
ち
の

証
言
）
と
、

「
歌

声
は

潮
風
に

乗
っ
て
」
（
平

成
七
年

Ｔ
Ｎ

Ｃ
放

映
、
「

海
峡
」
か
ら
一
三
年

後
の

続
編
、
そ
の

後
の

在

韓
日
本
人

妻
と

在
韓
二

世
の
子
ど
も
た
ち
の

姿
を

追

う
）
の
上

映
が
行

わ
れ
、

計
三
三
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

以
下
の

よ
う
な

感
想
が

寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

後藤文利さん（右）と馬場明子さん

日
韓

両
国

を
も

っ
と

も
っ

と
深

め
て

い
け

た
ら

い

い
な

／
「

在
韓

日
本

人
妻

」
と

い
う

お
話

は
初

め
て

知
り

ま
し

た
。

日
本

と
朝

鮮
半

島
の

歴
史

の
中

で
こ

の
よ

う
な

こ
と

も
あ

っ
た

の
だ

と
。
今

の
平

和
（

？
）

は
過

去
の

歴
史

の
上

あ
る

こ
と

。
理

解
し

て
お

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
い

ま
す

／
近

現
代

の
韓

国
・

朝
鮮

に
つ

い
て

あ
ま

り
に

も
無

知
で

あ
る

こ
と

を
思

い
知

ら
さ

れ
、

自
分

で
び

っ
く

り
し

て
い

ま
す

／
戦

後
三

六
年

の
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー
を

三
〇

年
後

の
今

に
拝

見
で

き
ま

し
た

。
六

六
年

間
の

時
間

が
過

ぎ
て

い
ま

す
が

、
本

質
的

な
こ

と
は

変
わ

っ
て

い
な

い
と

言
わ

れ
て

い
た

通
り

で
し

た
。

／
す

ば
ら

し
い

映
像

に
出

会
う

場
を

設
け

て
く

だ
さ

り
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

！
／

私
た

ち
が

知
ら

な
い

こ
と

が
ま

だ
ま

だ
た

く
さ

ん
あ

り
ま

す
ね

／
韓

国
・

朝
鮮

に
関

す
る

も
の

で
あ

れ
ば

参
加

し
た

い
で

す
／

「
在

韓
日

本
人

妻
」

を
知

り
、

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
ほ

ん
の

小
さ

な
力

で
す

が
、

自
分

は
何

が
出

来
る

の
か

考
え

さ
せ

ら
れ

る
会

で
し

た
／

内
鮮

通
婚

政
策

は
知

ら
な

か
っ

た
。
『

韓
国

の
桜

』
を

読
ん

で
み

た
い

。

「
海

峡
」
や

在
韓
日
本
人

妻
に

関
し
て
は
、

機
関

誌
リ
ベ

ラ
シ

オ
ン
一

四
〇

号
の

他
に
、

後
藤

文
利
さ

ん
の

単
著
『

韓
国
の

桜
』
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月

刊
、

梓
書

院
）
も
出
て

お
り
ま
す
の
で
、

ご
関
心
の
あ
る

方
は
、
そ
ち
ら
も

ご
参

照
下
さ
い
。

お
問
い
合

わ
せ

は
梓
書

院
（
〇
九
二

―
六

四
三

―
七
〇
七
五
）
ま
で
。

会
員

の
声

二
〇
一
一
年
三
月
五
日
（
土
）
の

小
春
日
の

午
後
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
海
峡
」
～
在
韓
日
本
人

妻
た
ち
の
三
六
年
～
の

放
映
と

製
作
者
の

後
藤

文
利

さ
ん
の

お
話
が
あ
っ
た
。

日
本

帝
国
は
朝

鮮
の
植

民
地

支
配
の

後
半

期
、
「

国

策
」
と
し
て
内

鮮
結

婚
を

奨
励
し
た
。
い

わ
ゆ
る
「
内

鮮
一

体
化

政
策
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
朝

鮮
人

男
性
と

日
本
人
女
性
が

ほ
と
ん
ど
で
、
一
九
三
七
年
に
は
一

二
〇

六
組
と
一
〇
年
前
の

倍
以
上
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、

戦
中
・

戦
後
に
か
け
て
日
本
人

妻
は

夫
と
と
も

に
朝

鮮
半

島
に

渡
っ
た
。

韓
国
で
は
そ
の

数
は

約
二

〇
〇
〇
人
と
推

定
さ
れ
る
が
（

外
務

省
）
、
そ
こ
は
植

民
地

支
配
の
日
本

へ
の
「

憎
し
み
」
が

渦
巻
く

世
界

で
あ
り
、
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
は

毎
日
が
「

針
の

蓆
」

で
あ
っ
た
。

カ
メ

ラ
は

韓
国

南
部
の

光
陽

郡
敦

卓

（
ク

ァ
ン

ヤ
ン

グ
ン
ト
ン
タ
ク
）
と
い
う
五
〇

戸
余

り
の

村
で

暮
ら
す
「
イ

ル
ボ
ン
・

ハ
ル

モ
二
（
日
本

の
お

婆
さ
ん
）
」
の

角
野

春
子
さ
ん
を

追
う
。

彼
女
は

前
夫
と

暮
ら
し
た

村
か
ら
、

国
内

第
三
の

ソ
ム
ジ
ン

川
の

ほ
と
り
の

村
に

逃
げ

込
ん
だ
。

幸
運
に
も
、
日

本
語
を
解
す
る
人

格
者
の
長

老
：

金
重

圭
（
キ

ム
・

ジ
ュ
ン

ギ
ュ
）
さ
ん
に

助
け
ら
れ
た
。

彼
女
は
女

船

頭
と
し
て
、

息
子

夫
婦
と

孫
と
一

緒
に

貧
し
い
な
が

ら
も
落
ち

着
い
た
生

活
を

送
っ
て
い
た
。

続
い
て

カ
メ

ラ
は

高
齢
化
し
た
日
本
の

お
婆
ち
ゃ

ん
た
ち
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
が
、
ど
の
話
も

差
別

を
受
け
た
り
、
極

貧
の
生

活
を

強
い
ら
れ
た
話
で
あ
っ
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た
。
一
九
六
六
年
に
立
ち
上
げ
た
「
芙
蓉
会
」
会
長

の
国
田
房
子
さ
ん
（
釜
山
本
部
）
が
、
彼
女
た
ち
を

温
か
く
支
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
日
本
人
妻
の

話
は
つ
ら
く
苦
し
い
だ
け
で
終
始
し
た
と
思
う
。
房

子
さ
ん
は
夫
の
朴
起
龍
（
パ
ク
・
キ
ヨ
ン
）
さ
ん
の

献
身
的
な
協
力
を
得
な
が
ら
、
三
〇
〇
人
の
会
員
を

訪
ね
「
会
員
の
ふ
れ
合
い
の
場
」
を
造
り
、
会
員
に

と
っ
て
房
子
さ
ん
は
「
太
陽
」
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ

た
。
一
方
、
日
本
政
府
は
こ
の
問
題
に
は
ほ
と
ん
ど

何
も
手
を
差
し
伸
べ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
も
植
民
地

責
任
の
「
未
解
決
問
題
」
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
隠
れ
た
「
歴
史
の
事
実
」
を
き
ち
ん
と
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
「
韓
国
の
桜
」
（
後
藤

文
利
著
二
〇
一
〇
年
梓
書
院
）
を
読
み
、
改
め
て
日

韓
の
「
歴
史
の
齟
齬
」
を
感
じ
た
。
（
内
岡
貞
雄
）

第
一

六
六

回
定

例
研

究
会

（
部

落
史

研
究

部
会

）

二
〇
一
一
年
三
月
二
六
日
(
土
)
、
福
岡
市
立
千
代
人

権
の
ま
ち
づ
く
り
館
で
開
催
し
た
部
落
史
研
究
部
会

（
定
例
研
究
会
を
兼
ね
る
）
で
は
、
「
近
世
後
期
の
福

博
世
界
と
寛
政
五
人
衆
―
『
旧
稀
集
』
を
素
材
に
―
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
宮
野
弘
樹
さ
ん
（
福
岡
市
博
物
館

学
芸
員
）
か
ら
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
は
一
六
名
で
し
た
。

『
旧
稀
集
』
と
は
、
近
世
後
期
の
福
岡
・
博
多
で
起

き
た
様
々
な
出
来
事
を
挿
絵
入
り
で
記
録
し
た
見
聞
集

で
、
博
多
中
嶋
町
の
曲
物
細
工
商
で
あ
っ
た
庄
林
半
助

と
い
う
人
物
が
書
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
野
さ
ん
は
、
『
旧
稀
集
』
全
体
の
史
料
内
容
を
紹

介
し
な
が
ら
、
そ
の
中
に
三
行
の
記
述
が
あ
る
芝
居
小

屋
で
起
き
た
事
件
と
、
寛
政
五
人
衆
の
事
件
と
の
関
連

を
検
討
さ
れ
る
報
告
で
し
た
。

ま
た
、
寛
政
五
人
衆
の
墓
の
下
か
ら
出
て
き
た
ビ
ー

ル
瓶
と
、
そ
の
中
に
入
っ
て
い
た
文
書
の
実
物
も
持
参

さ
れ
、
参
加
者
は
興
味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、

文
書
に
つ
い
て
は
水
に
浸
か
っ
て
お
り
、
判
読
不
可
能

で
し
た
。

つ
な

が
り

あ
う

抱
樸

館
福

岡
と

、

地
元

津
屋

支
部

と
の

交
流

（
き

ず
な

祭
・

ひ
ま

わ
り

学
級

・
青

年
部

就
活

相
談

）

昨
年
五
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
抱
樸
館
福
岡
の
入
居

者
・
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
、
地
元
で
あ
る
多
の
津
五

丁
目
（
主
に
津
屋
支
部
）
の
方
々
と
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
、
「
第
二
回
抱
樸
館
き
ず
な
祭
」
が
二
〇
一
一
年
三

月
四
日
（
金
）
午
後
六
時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
前

半
は
地
元
の
方
々
の
出
し
物
で
、
女
性
部
の
フ
ラ
ダ

ン
ス
や
日
本
舞
踊
、
多
々
良
保
育
園
の
教
員
に
よ
る

「
て
っ
ぱ
ん
ダ
ン
ス
」
や
、
津
屋
支
部
文
化
祭
で
お

馴
染
み
の
「
お
や
じ
ー
ず
」
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
な

ど
、
後
半
は
入
居
者
の
方
々
の
出
し
物
で
、
綱
引
き

や
、
プ
ロ
顔
負
け
の
手
品
、
「
き
ず
な
大
喜
利
」
な
ど

が
行
わ
れ
、
楽
し
そ
う
な
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
最
後
の
職
員
の
出
し
物
で
は
、
青
木
康
二
館
長

ら
に
よ
る
女
装
対
決
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

入
居
者
の
方
は
ご
年
配
の
男
性
が
多
く
、
あ
る
方

に
「
抱
樸
館
は
楽
し
い
で
す
か
？
」
と
尋
ね
る
と
、「
こ

こ
に
来
て
か
ら
楽
し
い
」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
抱
樸
館
そ
ば
の
津
屋
本
町
集
会
所
で
、

津
屋
支
部
に
集
ま
る
教
員
の
ひ
ま
わ
り
学
級
の
卒
業

式
も
あ
り
、
転
勤
さ
れ
る
教
員
に
花
束
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
「
き
ず
な
祭
」
が
終
わ
っ
た
後
、
抱
樸
館

の
青
木
館
長
や
ス
タ
ッ
フ
も
、
津
屋
集
会
所
に
駆
け

大喜利で盛り上がる抱撲館の皆さん
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つ
け
、
ひ
ま

わ
り
学

級
の

懇
親
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
手

作
り
の

お
で
ん
や

お
に

ぎ
り
が

振
る

舞
わ
れ
、

深
夜
ま
で

歓
談
が

続
き
ま
し
た
。

＊
＊

＊

三
月
一
五
日
に
は
、

抱
樸

館
の

青
木

館
長
が

津
屋

に
集
ま
る

四
支
部
合
同

青
年
部
の
皆
さ
ん
の

就
職
・

進
路

相
談
に

乗
る

機
会
が
初
め
て

設
け
ら
れ
、
初
日

で
あ
る

今
回
は

お
互
い
の

顔
合

わ
せ
と
自

己
紹
介
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

抱
樸

館
の

青
木

康
二

館
長
は

今
年
三

八
歳
、

ホ
ー

ム
レ
ス

支
援

八
年
目
。

高
校
・
大
学

時
代
は

将
来

何

が
し
た
い
か

分
か
ら

ず
、
初
め
は
一

般
企
業
で

働
い

て
い
ま
し
た
が
、

次
の

仕
事
が

決
ま
る
前
に

辞
め
て

し
ま
い
、
二
七

歳
頃
か
ら

精
神
科
の

病
院
で

ソ
ー
シ

ャ

ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て

働
き

始
め
ま
し
た
。
当

時
、

精

神
科
の

病
院
は

敬
遠
さ
れ
、

山
奥
に
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。

若
い

頃
に

統
合

失
調

症
に
な
り
、
三
〇
年

以

上
も
そ
の

病
院
で

暮
ら
す

患
者
さ
ん
に
出
会
い
、
「
自

分
も
一
度

ア
パ
ー
ト
を

借
り
て

暮
ら
し
て
み
た
い
が
、

保
証
人
が
い
な
く
て

借
り
ら
れ
な
い
」
と

相
談
を

受

け
、
な
ん
と
か
そ
の

夢
を

叶
え
て
あ

げ
た
い
と
思
い
、

ホ
ー

ム
レ
ス

支
援

機
構
の

奥
田

知
志
さ
ん
に
会
い
に

行
っ
た
の
が
、

今
の

ホ
ー

ム
レ
ス

支
援
の

仕
事
を

始

め
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

ホ
ー

ム
レ
ス

の
人
に
話
を
聞
く
と
、
そ
れ

ぞ
れ

理
由
が
あ
っ
て

ホ
ー

ム
レ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
「

野
宿
に
な
っ
て
一

番

辛
か
っ
た
の
は
、
み
ん
な
に

無
視
さ
れ
た
こ
と
」
と

言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

抱
樸

館
で
は

ホ
ー

ム
レ
ス
に

な
っ
た
方
々
の
「
自
立
」
を

支
援
し
て
い
ま
す
が
、「
自

立
＝

孤
立
」
で
は
な
く
、
本
当
は
「
共
立
」
と
い
う

言
葉
の

ほ
う
が
し
っ
く
り
く
る
、
と

青
木

館
長
は

言

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

抱
樸

館
の
入

居
者
で

最
高

齢
は

七
九

歳
の
方
で
、
現

在
は

退
館
さ
れ
、

ヘ
ル

パ
ー
さ

ん
を

使
っ
て
地
域
で
「
共
立
」
し
て

暮
ら
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

抱
樸

館
を

退
館
さ
れ
た
方
々
は
、
主
に

近
隣
の

ア
パ
ー
ト
で

暮
ら
し
て

お
り
、

退
館

後
も

抱

樸
館
が
サ

ポ
ー
ト
を

続
け
て
い
ま
す
。
「
き

ず
な

祭
」

に
は

退
館
者
も
参
加
し
、
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
な
っ

て
い
る

よ
う
で
す
。

今
後
も

抱
樸

館
福
岡
と

津
屋

支
部
は
「
共
立
」
し
、

交
流
は
ま
す
ま
す

深
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。

人
権

社
会

確
立

第
三

一
回

全
九

州
研

究
集

会
五
月
二
五
日
か
ら
二

六
日
の
二
日

間
、

鹿
児

島
ア

リ
ー

ナ
を

メ
イ
ン
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。

記
念

講
演
は
、
「

ア
イ

ヌ
に
生
ま
れ
て

ア
イ

ヌ
に

生
き
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

ア
イ

ヌ
ウ
タ

リ
連

絡

会
代
表
で

ア
イ

ヌ
古

布
絵

作
家
で
も
あ
る

宇
梶

静
江

さ
ん
が
、
自

分
の
生
き
様
と

ア
イ

ヌ
の

伝
統

文
化
に

つ
い
て
話
さ
れ
た
。

二
日
目
は
、

分
科
会
が

各
会
場
に

分
か
れ
て
行

わ

れ
た
が
、
本
研
究
所
か
ら
も

第
一

分
科
会
（
人
権

政

策
確
立
の
現

状
と

課
題
）
で
、

森
山

沾
一

理
事
長
と

堀
内

忠
運

営
委
員
長
が

パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
、
ま
た
、

第
六

分
科
会
（
人
権

確
立
に

向
け
た
企
業
の
現

状
と

課
題
）
で
は
、
原
田

憲
正

理
事
が
共
同
研
究
者
と
し

て
参
加
し
た
。

第
四

分
科
会
（

被
差

別
部
落
の

歴
史
と
現

在
）
で

は
、
福
岡
か
ら
の
報
告
と
し
て
「
地
域
と
つ
な
ぐ
人

権
・
部
落

問
題
学

習
を
め

ざ
し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、

糸
島
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
会
「

ム
ラ
」
の

文
化
研
究
部
会
の

山
田

泰
生
さ
ん
と
西

野
鈴
子
さ
ん

か
ら
報
告
が
行

わ
れ
た
。

八
女
市
「
人
権
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
報
告
書
」
受
託
完
了

三
月
二

八
日
、

八
女
市
か
ら

受
託
し
て
い
た
「
人

権
問

題
に

関
す
る
市

民
意

識
調

査
」
の
ま
と
め
が

終

了
し
、
報
告
書
が

完
成
し
た
。
こ
の

意
識

調
査
は
、

昨
年

六
月
に

依
頼
を

受
け

回
収
さ
れ
た

ア
ン

ケ
ー
ト

結
果
を
研
究
所
が

分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。研究所で報告書を手渡す
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図
書

紹
介

『
陶

山
高

度
や

さ
し

さ
の

す
や

ま
た

か
の

り

バ
ト

ン
タ

ッ
チ
』

二
〇
一
一
年
一
月
二

十
九
日

『
陶

山
高
度
の
「

功
績
」
を

残
す
た
め
の
本

作
り

呼
す

や
ま

た
か

の
り

び
か
け
人
会
』

自
主
出
版
に
て
発
行

頒
価
一
五
〇
〇

円
（
研
究
所
で

扱
っ
て
い
ま
す
）

本
書
は
、
『
に
ん

げ
ん

陶
山

高
度
』
の

追
悼

遺
稿

集
で
す
。
陶

山
さ
ん
は
、
自
ら
の
生
き
様
を
も
っ
て
、

た
え

ず
被

差
別
の
人
た
ち
の
立
場
に
立
っ
て
生
き

続

け
た
人
で
し
た
。

貧
困
と
い
う
社
会
に
生
き
る
が

故

に
勝
ち

得
た
「
た
く
ま
し
さ
」
を
も
ち
、

戦
争
を

青

春
と

引
き
か
え
に

味
わ
っ
た
が

故
に

知
り

得
た

民
主

主
義
の
本

質
を
「

ゆ
る

ぎ
な
い
」
思

想
の
上
に
生
き

続
け
た
人
で
し
た
。
福
岡
県
教

組
運

動
と
福
岡
県
の

「
同
和
」
教
育

運
動
の
先
駆
者
と
し
て
人

間
解

放
に

か
け
た

活
動

家
の
生

涯
を

偲
ん
だ
本
が
で
き
ま
し
た
。

陶
山

高
度
先
生
の

残
さ
れ
た

言
葉
に
、

自
分
の
生
き
方
を

ご
ま
か

せ
ば
、
権

力
に

擦
り

寄
っ
て
い
く

姿
が

見
え
て
く
る
。

権
力
は
そ
れ
を

常
套
手
段
と
し
て
、
い
つ
も
そ
の

足
元
を
ち
ゃ
ん
と

見
抜
い
て

利
用
す
る

た
え

ず
人
を
愛
し
、
自
然
を

敬
い
「
に
ん

げ
ん
の

尊
厳
と
命
の
大

切
さ
」
を
創
り
出
す
社
会
を

担
う

べ

き
教

師
や

青
年
た
ち
に
檄
を

お
く
り

続
け
た
人
で
し

た
。人
に
優
し
く
権

力
に
き

び
し
く
、
子
ど
も
を
大

切

に
し
な
い
現

実
に
立
ち

向
か
い
、
教

師
と
し
て
闘
い
、

そ
の

民
主
教
育
を
創
る
た
め
に
教
育
労

働
者
と
し
て

闘
い
、
校
長
と
し
て
（
一
九
七

四
年
）
教
育
行

政
と

闘
い
、
退
職

後
は
、
地
域

活
動
と
し
て
「
鶴
畑

文
庫
」

を
開

設
し
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
や

親
た
ち
に

親
し

ま
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
部
落
解

放
運

動
と

「
同
和
」
教
育

運
動
の
前
進
の
た
め
に
は
、
行

政
の

審
議
会

等
に

身
を
投

じ
て
君
臨
す
る
こ
と
で
「
法
に

基
づ
く
人
権
行

政
の
礎
を
築
い
た

功
労
者
」
に

他
な

り
ま

せ
ん
。

陶
山

高
度
先
生
は
、
「
教

師
の
人
権
を

守

る
こ
と
の
で
き
な
い
現
場
は
、
子
ど
も
の
人
権
を

守

る
現
場
に
は
な
り

得
な
い
」
と
い
つ
も
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
教
育
者
と
は
、
だ
れ
の
た
め
に

何
を
す
る

使
命
が
あ
る
の
か
を
教
え
て
も
ら
え
る
一
冊
で
す
。

新
会

員
紹

介

池
間

龍
三
（
糟

屋
郡

粕
屋

町
）

岩
切
優
子
（
福
岡
市

南
区
）

黒
木
光
子
（

春
日
市
）

松
本
京
子
（
北
九
州
市

若
松
区
）

デ
ィ
キ
ガ

ラ
ガ
マ

ラ
ラ

ラ
ゲ

ジ
ャ
ガ

ッ
ト

プ
レ
マ

ワ
マ

ラ
（
北
九
州
市

八
幡
西
区
）

緒
方
博

幸
（
福
岡
市
中
央
区
）

平
島
香
代
子
（

太
宰

府
市
）

新
会

員
の

勧
誘

に
ご

協
力

下
さ

い
。

機
関

誌
『

リ
ベ

ラ
シ

オ
ン
』
裏
表
紙
の
裏
（
表

紙
３
）
に
「
入
会
の

ご
案
内
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

別
紙
の
入
会
案
内
が

ご
入
用
の
場
合

は
事

務
局
ま
で

お
申
し
越
し

下
さ
い
。

お
知

ら
せ

リ
ベ

ラ
シ

オ
ン

執
筆

者
・

読
者

の
交

流
会

日
時

七
月
三
〇
日
（
土
）

午
後

四
時
～

六
時

場
所

コ
コ
ロ
ン
セ
ン
タ
ー
研
修

室
（
博
多

リ
バ

レ

イ
ン

オ
フ
ィ
ス
一
〇

階
）
に
て

昨
年
度
の

リ
ベ

ラ
シ

オ
ン
（
一
三

八
～
一

四
一

号
）

の
執
筆
者
と
読
者
の

交
流
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆

様
ふ
る
っ
て

ご
参
加

下
さ
い
。
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研究所日誌（２０１１年３月～５月）

・３月 ５日（土）ジェンダー部会＋第１６５回定例研究会

九州地区部落解放史研究協議会会議（熊本市）

・３月 ７日（月）事務局会議

・３月１０日（木）事務局会議

・３月１１日（金）「八女市市民意識調査」第４回会議

・３月１４日（月）事務局会議／運営委員会

・３月１９日（土）理事長・副理事長会議

・３月２０日（日）第５回執行理事会

・３月２３日（水）全国人権ネット九州地区事務局会議

・３月２４日（木）事務局会議

・３月２５日（金）第３回松本・井元研究会

・３月２６日（土）部落史研究部会＋第１６６回定例研究会

・３月２７日（日）第１７回理事会

・３月２８日（月）事務局会議 「八女市市民意識調査」報告書提出

・４月 ３日（日）編集委員会

・４月 ４日（月）事務局会議

・４月１２日（火）会計監査

・４月１５日（金）第４回松本・井元研究会

・４月１６日（土）部落史研究部会

・４月１８日（月）事務局会議／運営委員会

・４月２５日（月）事務局会議 ライフワークバランス講習会

・４月２６日（火）人権プロジェクト「石瀧塾」（糟屋郡須惠町）

・５月 ９日（月）事務局会議

・５月１０日（火）「部落解放運動の原風景・北九州展（仮）」実行委員会準備会

・５月１２日（木）樋口伸生さん講演会

・５月１５日（日）編集委員会／第６回執行理事会

・５月１６日（月）事務局会議／運営委員会

・５月２０日（金）福岡県人権・同和教育研究協議会定期総会

・５月２３日（月）事務局会議

・５月２４日（火）ハートフルフェスタ２０１１打合せ

・５月２５日（水）～２６日（木）人権社会確立第３１回全九州研究集会（鹿児島市）

・５月２７日（金）第５回松本・井元研究会

・５月２８日（土）啓発部会

・５月２９日（日）外国人問題部会

・５月３０日（月）事務局会議

・５月３１日（火）人権プロジェクト「石瀧塾」（古賀市）

（ 社 ） 福 岡 県 人 権 研 究 所 り べ ら し お ん № ４ ５ ２ ０ １ １ ． ６ ． １ ５


